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税え~~放射鋭史霊法 η 長4 の」阜チ

妖 tゑ珂. 時中発L r 

1. 緒iS 微弱状射舵判定の技f汀l志川CI~ よる芽 1-\?!1'!是:_， 1故意 R1トレ-，.
r研祝 p喜也扶肘悦ラヨヲえの~~!九イ呆{造物語 l ておす香司乙::=. J ?ンヲ" -R喬命尺Iの
可t，守強銭円祈見事の手持申、ら粧i乏し"1'7 1-:::1主主f/fl.c 1-1.. Yトの丈ぷ放射物換を
利用した淳代利定法の l荊蒋官、らぽ井・ィι苧.叱 I賀字，キ芳子午 1面エ手 1-;.乞っ tも
不可欠の珂!託 T 段 k がう rフ A わる，微~H丈射低刻史域の併 fí君主して l 手 w()..tt

a釧111汎YlcJ 尺b乱 m，de何"の島為 11HI併》μhsε"肘s/f.，
量ヰ恥f~喝聖までの又古紙え骨〆f 集久涙才札てしい、づる， 年代.制えおよ t〆tfL "肉1阜の小、支[体tf紙
本 ，J1t1，f-.シシケレ F シヨン戎1'-つい""( 1手IA E Aのシンポジケム η殺害奪(昌弘，'Jう
も をえて、・と〉で l手『舵的主//3的lて)司 b自られ奇間体(手[-:.11礎体)試祈用の微弱

すま財官t刺史の系iιの動的 ιl釘魁美を紹介lb: 7， 

ぷι_fi~'!:.re 6.(. Me_rt't 微弱杖到す従判定で l手， ふえられ k刻是持/主0-11号S
f:Jうlえ《与が規定時期 TI;J.提言¥'で与え五イt~ o 

l 内 r 52  ..， 
T -〆汁(何十-18)' J --一ーーー-.( I ) 

と¥1， S /"if.末知拭併の計荻弄 B (1白紙7計叙阜でeあ九(/)1(の[ ] ri合吹雪組lえ
1"'ぁ?る効lえ器の'ます '1 1衣わし， Fl''JlAre cf mer/t 乞いわれ a. 5くく Bポう
lず(リ式 1手

_Z- $2. 
- ーア-v 48 

ーーー・一一ーー__ (2) 

le t;.. I!， Fiアre斗仰n't1事 5γBI ~ t;;t1j'! T ~ • しずはがたろが小才く zS泌
が負J_可~ z:.す i守 li) 7¥ 11 

十 zpzF 一一一一一ーーーー(3) 

ヒなる t~ め. ，s喜久才ぐすること (，努力主 11 ;;わねば‘びらがいの

スイ 7 ト IV分昨 1J~';fJわ札る f号令1""-爪積立手すぺ';tウィ γ ド-'; ，ti局l手{也何倍f十のゆ
る可?車リ上官乙の Ft'&f..lA.re 01-rner，-t 刀ぐ最高 lてがるよク/，誕1fすbうみ零カ4・Jち人
この議i車?ィ y ドヅ主不める lて l手踊J季が固有?的才培、〈引かく巧 i 理音命的/-::最適ぱア
- "1一良事E才は/1-，芳成島1分 ítpl て」車場 -rrf‘事 Jt/~~丈 w (f.)主粂じて処理する才反 Z“，
gくく Bの kぎの最i盈草作 l同学支l手 W(E) -= S (E) /8 (E.) 号、与え Gれし 乙~ 1::: 
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s (りおよ 1/8(1:)IJ.毛れぞれ試村および色紙計校内定指11;か均で・あふ

3. 〆線の計刺 cぷ式F保長の }YOS勾sc.∞Otω.(..'11仏Tれlω、
三ν/:;.ラケ「し-'7 -脅が之有坊で， 亀田月勃為 )-7.1"(~Z札5 (Aす)粉末主建-<tし fえもの主拭
料みに用忌するの刺史刊であふ 白紙計君主It-I~あ T之リ仰之 ιfh. -fIL 1)， f号うれ
る. エJ手Iレイーノオキ昨1ftがう" I~ 格子イザノごルス l軒並均ボ占く)靴、られ い 1;:
z電格子付 ;f}レス唾融持似て・'11旬己 oJ..l.文1::'ι るサ時従の苅イにを戸方式 台紙tt教も
才ら l主イ氏干でずれ長i土，ノ!、空の線放1τkい l Z (まSi 半導体検x、暑が広くi司11
られよ言乙1::T; J"κ']つ‘ある。 五t検必苦言 11イ史明骨ど7前イ1..7."高分持子育正ボイ号られる符
長があJ. ~両初1 重l殺 1事/()附税注意で， 自主長吉十矛えは/~ ~-r-- リ().().s-ιpλ 耗九
分針悦1事/o"Vム(}I<evが1専られる. S l半導体 11換を十でj司いる場令recoiI /，よる
検弘宰表面の;5変ヵミ i司主主 1'"rjるこヒがあふ
比放射能の，)、才一試料1てつい τt宮支后1殺を枕専 kする司で¥ ゲフッド i守(土ノま1三
時ゲリ、y ドtJ.L (りの阿南吟バルス~枇組ガミ用いられー それぞれ，.._rl)灼71，I'V' /IJO 
/(f?T7 仇/か司怜~1Jはられる.

4干: ~緑司新規・1 1車問時並 CT川計場主宰Z"1事，制定 i羽樹事.U骨1..寿也のものき珂
いて柄拘平{江由枝あ f=--うの省銀苛紋!11、ずく L， 本r--車敵同計軟帝1-::::11=多緑Z¥1島
有ait...，平税妖ずス 7ローカケン9-左)司ぃ eI益体を1)¥ ~ 1Iιι たものが、争レ¥"J.底
調k明言tJ文宅1"(i'ラス夕、γ7う〉ケレ-9ーを用い Tミものもある.寿い 7‘ヲスチ V
7・ぅ γ ケレ-9-主制定剤r:.mいRもの 1'3， t中南芸の戚牧エネルギ-{.Aより
7良高値" '1'1λ I 1ミ汗一?-~セ、けす A こ l 1'-よリ逆風時返皐E用いな<(' 
もあ 3 殺屯のイ:e;，ご γ7 7"ヲヲンド ~1~ ~之主ポでする.{?} Lr し園時.f_~~.fもェ )t. 1V
ギーそ練"ドい可否均年台村氏下する.

~Ø，I 良町計成毛 1-:: t.寄也 Siキ善体検弘号主主 1司、吠仔，)もあフ、 Zつめ表面博是也Si
ヰ金払君主 iヤ1"、冷弘之与え芭~ l， CT 1'1 計玖可~l::也同時計紋主乞 3 二 1:: 1 丈よって有
希1南持、.2cm<!， 'r() k 1工夫いす 3検払拘寺 S-d%，白附f玖 2cph州号ぅ1tr~ 'c.. ~、
う殺ももある。(4')

?練l本i主税スぐ?トJレを有するこヒ力、う， s株のエネルギ一分持1iJ，.が，(線終
A!拘l"I事がい. しかし， 1t:..宇/オ織を待l相する=ヒ 1'-よって P意思議'1主り翼民投l孟よ全集
強悦ぶフもはる官、/~俄警の放射能申立沸i丸できるこヒ， 綻~fo 杖射ヰ 1 1-との柁 1て方 I主

脅:昨いこヒ， 1t号分締 1-:.1卒う ;5 宋 PJ ，f:金払~ィι 舎の維操作め曳企'1笠主サ工、y 7する
とl: 1 てよリデー?ーの伶特4主主得 3 三 ~J争 1 ， i主宰が怠味主 1ßJ q~.
{鍛，~工レレベ、一刻'1 定を竹ラ r-:. JI) 1-'::予〉今レー?一(怠 Tてl手平Jtiキ株主主f;)壬

ノ与くする L 旬。t-f:女別増加する mヵミ l訊鬼むある料 問時計紋也ペー?ースヘ，07 
十Iコメ - 1 -(句υ。) (ヒ。ヨぺ‘一?一 )'"よちてとの l司匙が併Lえず札，筏えを4解く
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言託料 η エネ lレザーづナヰ有力ご可有~k -r';'コナて。 よれl主7'ラスナッ 7'シ〉ナレーターの下
Ill，-::並並立Cy川計級事主主ヲ反こ Jf， 0-11言f故*}:f官1時計芳えしたシコノーすし -v9 y 
パ 1レス主殺さ)~ト杵 1à もの Z: キ噌株十の戸中間}-117，患者]φ杵1-;'よコて株主ゴ爪
るd ti1主 d仇件特例主 j有 ~I ( fg~械は以~ω ゅ (tJ.()~S-"'- ザ /'1eり

が待う札る. シ〉ナレー 1付 Y カクシヂー芳、らのイ言号11対殺バ iレλ舟崎告を咋Pる
す札， ヲ良詰1';かZ争時ヱJ手】レギーの対紙の 1角君主ヒし τ表}f-ずれる e この対絃表不の矛}
主将， (_I) j全エ九 1レギ一条~I!I (d. fJ3..t rv ミ~.s-He 17) 1]¥.' -団の舜'1えです!えすれる， (2)ー夜

織の?官私設の州 1手"}:.)-11/キー 1τ 主主 l司 1~t ， I~ "‘ J 史の栃主示す， (3)負担計玖ηφ
キポiτ て乎慌であるJ (1./-)最:久ヱ晃ルゼ一昨今守の;もエ九ルギ・-{fiい直線升持集と
い吠えていきるp J急である. 主ニ設の長久エ;子}レイーの?支えi事告が守の後方赦民 色

己rJi}_t弘勺s1量生1-::I手予告ん γ事j零手れす主ぃ叫 {久ヱ Jf-Iレキ‘一枚程 1，p..いす 3怠およが
註苦l)砲の 17Jl...牧r'/.夫前止する北手ボあふ ノオメ?のキイ畠'rlII手エ会 Iレギーのゆる L、i判扶<"
あるで ~ '( )， 1至上私持の今持のキ偽情，(1:~f佐恥干?のそれf. ')も久3ぃイ喰旬があ
る，

、(1/)F線.J:_)-1レギー推定 tく C正佼 5去を跡、る才i玄力~g Jj~-;tれてい.h tイL1友之j垣あ S
いi守更れレ人主のヰ扶型今門吉f放事(試粋イ'1'/かう A，B，Cf--J主主Jt7J司、¥ それら
の1首)I之島哲が P例文教を特入 L，Aη 言rr主 A-B今 i司時計玖， A-Bーにの l司時
計百又毛 EKH， E れらの計政危の 11t..ずらエトレギーが推史でするものてて l:r屯
のpr;事賓の#ポ令志帆ている喝令i之 l手荷討を・あふ
半導ィキヰ免滋巷を}司 L、3吉夫みもあリ， プラス今':'-7・γ シートレー 7ーヒ岡持可動

作をするち~ è く 1-;' 工長 Eレギー Iす急今世ボ語録可 í，- め l勾詩草弘換 I電主の被1~主 i二 1事ウイ
ンド?をぜ客くし 1告起訴放キをイ失干できる. しか t， この利義き包がすれr1拭

対内省 [;0瓦守主力ミ加えです丘ゲれ 11-'ヰら拡いので両氏技術省を吠升1，pi民られる.

s: r ~，f<_ t?) ~十殺J i 錦町場今i手'X';:，宮、工九 Iしぞ一分杵申C 行わ-n.，検~菅r-:: 11-
l~ rムピめ場針金齢者奪の事7~、/1IA1 (T.J..)持品ボ用いら札， この色保育成の識γ
)， j量久の場灯台ミ 1事らわれわ寸. 拘k令鳴をのタがい (I PI'判以下)のぬ工(r.f.)
主役柄可る k失 1-::w:.. 1奄去り宅待唱のずラス中 η 仰kの者宅を除くため NA工(PfA.rι) 
純晶をライトペィ 7.1 -: )和、 t-:..'J，ゐ実主、の光電子t哲待音色伎閉すし lt向時計玖
3主将PtJ単tt効|の喝や耗為拘1、、 1手#ぃ. それ印刷工(T..l)e血血し松戸中 l詞主のバ』レ
スのけp lT;ト /1 祥寺 I~ jにきい 1怖を例主化わ，ヲ良語1サf体'の為効Jt.t]f7\ ぅ %-~I て
l事与下、可台、ちである， しかし戸す明子炉ら退蔵物中で Z衣食ちr:::作うれ(--，.::.戎々か
1 '-Jt/.. q" } r~ めよ主 IÖ] B奇計紙北¥1--fj.ぉ/IiI狗であ1 芹主々の言え仲1]~'行われ τ いる。主"'0..工
(r.f) e CTM言11託事仁』叫(13)やデラス 9-¥y 7シシケレーす一 (1*) でぜん} 乙れらの
I塩1/，錦、占蔽(2， ;.立がえ分のラゾL - 7 -)芝お /i(-;_もの， I司稽i翌の久立 N()..工(f.P.) 
~RIJ_\_r-:(_ も η (Is) C/~) 専がある. プラスチ、γ?シ〉ナレー?ーモトI(d(、T..e)主連
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同時間 I~ 用いるイモ今，;fl!J.長 1手フンデト γ 之島続人イフト』レ2i 2成 γ すてt 之 ， pltoto・fra.cn'o}J
E古.41えするとヒである。
No.I (H) の色伝言T故 I~ お ιiτす守主株の税導のメカニ犬、ム 11 引く木知の主が争
い叫(/)久笠猿蚤主用いての叱下の"T金(Is)宅内〈そこくけJ力、らポ芳 l寸れ司ゴヰえっ、わ
き，

t-よ妓弘1卒事r"y;J.1も電子技払41'-つい 11手ユフの Nt._r(T.1..)検広告の J5I時計
紙芝ヒ弘元戎(10'ハtりやすムつイ γ シデシス戒で検忠是正l主力"1句』ニ("すふ 之勺勺

林弘幸の払句 d2 '/足元 PHAで終持する方法 (tりも為劫である e 事(， f-rr放弘
ヰで?保刻定似可択があ比放角1"蛇試付制警ら .r¥."!lp来'"l't ~ -O l P -r -J"与の同
時計量主力主主れfii許7芯‘あし古式号十を吃り〉トしれ小型の必花f-材紙需主骨F也
仇工の0.1"，;rftλ して boto 1， t之いし検制力.$~~I 色.'li.1t荻玖 0ぱ心f?t1.-tJ，' 1号られ
すいる.「VJ

恥(L;)半導i本検車暑の最J!r_ηi崖争 1'-ι 'l1肢を誹iえへの判明以秀えられ Zl' l; 
fl，';" 1- ばこの t 竜}め #ÁJ祇的苅坑 111 1';いよ 3 で・あふー司'~I~ CT-e. Cしj) (手ェ;ト Iv-f'
ー/オ静悦かご語]い Tミめ thot心p.e.c<k 4員f攻守・の台l&計$t.r1刀、だよ'J)卜廿くで'ブふが，才
/1、世で検弘知羊官ζイ矢νr"めfJ.:持 tj.F，'3はr-e0千何.e..r"t モ侍きこ乞 l手国維で;Jb?;i6 
Lγ し考絞め 1\. 1 の戎丘する ì1i.)f守の φ杵 I~ /3. '4{キ1";'毛利で‘める. (0) i易や蕗7:r:-ネ
jレぜ-i"惚のつシデトン/卦Zトボ検必隊員ト主言文史するFl) そ:で 79ラスケッ 7・γY
4トレ -7 -1-i"'-11 N(). r (T R )でi左1五時1!:リ 1'-;..ケコンデトン・スイクトロ〆
ー'9-" ~刑法えず-rt.る芳子主、ザ k ら ，f'\;;，. CTぞい i) 検也事，~ N().，工(Tりを維持怠佐

τ同舟宇r;三時皮肉時計君主を乞リ， これら/を(，f-をずら i丈7ラスナッ 7・シンチレーす
』でi埠岡崎i島章しTべ怒置で生体拭材中の 0，() 6 fCi /1' p¥ '~?C4 台ぐ弘易 l丈枝川・フ
~o ，22.-)射をずら I~ J之をの CTe(L i)絵弘幸が利用才れるようれがればキ寺本有毒1三
肩をk:.%えられ~~
l証手掛枝を行 Gう本主耗与の剰え 1，紋~十教同γのベ練の須'1定。，>..1<(手市?とヒ守とあ

る. 1式竹却~ 11、也で‘ある鵡/ら1，11庄司P奇計紋壱主内践する平ぇ吠例計軟常(.2-3)が靖計7
で¥ で、手帆ri'1o及:して検弘争力キ主主=-'fるのボ好手い、 升tp緑宋Jflめ検嵐官 kし
τt l主同時計故主主を内眠し fぺ比例計数官が刷、、られ， J の株:3良時社~'I ;，主主用い
て X 急車J ミ Jレス è{そ乙の信号骨、う寺川する克?を、ボある.(主的 Ntû(T.l) の昔~面 i ミ蒋ν
~r(T_，f )èl手 y つヴて I :がめ北電予尚侍?古代特やし， えれらの信号在予定時骨叫戒
でゆ械して (AT(r.1.)の信号 1"¥r:ていして N().I(U)ηイ官苦をi笠l司時明ヒして)有 ¥1

F例もあふ手 Tて/1、世線珠沢氏いし τ時半ヰイネ検出?主主用いる言えかもある。

6， ~待祐 会鍛的I~半導体検記官5り微弱叔射骨足音f?J見いの矛'11有 11 ~r-と 1 1;かで 'i

く，久理持11'ま旬乏の稔弘事'の実用1(.~共 I ~備えの桶用 4'!. 司C銅符ずれる.我合之 l車内規ー
句天王什き1:::， 色寺 I 1完位相搾照的，金書官tlえ放置主体手上孝弘申η?に喧持]4ま悦町家1
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骨〈タ-ri-.'ニ kもヲ主回ゴ.r¥.~ t 1-f'-， r線i島根l主体乎が供粧台f義L43Co i与の 7~ 来

の可純枯が'l名μ こヒ古、ら j襲、ヲヲ変の多支持0¥~~イ阜も j号 J与すべ‘♂ i向是主てがあろう.

号発又向え

1) D.E. Watt and D. Rams品川 High Sensitiv:i.ty Countir.g Tech叫屯ues，Pe工均.ち明g伊amo
(1964) • 
宇P訳: 田中.抜本.語1事;_~訳， f有者文章A放射米安l免玖J昨」 コ口T北 (/H8)• 

2) Raciioactive Dating and Methods of Low-Level Counting (Proc. Symp.) 1AEA (1967). 

3) E. 'l'anakaj Optiffium w:i.ndow set七in.gin a spectrometer forユow-1eve1ac七ivity
coun七J.r..g，工nt.J. App1. Rad. 1sot.羊 (1965)405. 

4)工.Oea?la and JI~S Tsuk吋 ajThe d.oub1e-grid ionization chamber， Nuc1. 1nstr. Meth. 
i三(1961)169. 

う)lL V. Csbcrne an己C.R.Hillj High resolution alpha pa1'七ic18spec七roscopyat
very 10w specific s.C七ivities，Nucl. 1nstr. Me七h.~ (1964) .101. 
6) C.ll. Hil1jムmethoctof a1pha pa1'tic1e spectroscopy .(01' ma七eria1sof very low 
specinc activity， Nuc1. 1nstr. metr，.早 (1961)299. 

7) Z. Jawo!'oV!skij A low-background beta scin七illationcounting method， Nuk1eonika， 
立(196ぅ)681. 

8) 3.J. Johnse町 A吃 low-levelbeta counter using two Si-A.u detectors， Radioactive 
Dating and Methods of Low-Level Counting (，)roc. 3;1'寸r.p.)工AEh(1967) 721. 

9) E. Tanakaj A 10w backGrcund be七a-rayspec七rometerusin.g a coincicl巴nceme七hod
with a Geig-er counter， Uuc1.工nstr.五eもr..ょ2.(1961) 43. 

10) E. Tan呂ぬ， S. 工toh，T. Maruy創na，S. Kaw町lUraand T. H:i.ramotoj L仰 -leve1beta-
spec七roscopyof s01id sruap1es by means of a coincidence-type scin七i11ation
spec七rometercombined wi七ha 10garithmic田nplifier，工nt.J. App1. Rad.工so七.
よ主 (1967)161. 

11) D. La1， G. Rajagopalan and Harr町 Sensitiveand descript s and ß~γcounting 
assemb1j.es， Radioactive Dati昭 andJvieぬodsof Lc恥 LevelCounting (proc. Syr恥)
1AEA (1967) 61う・

12; C. Sonntagj Bx七reme1ylow-1evel scinti11a七ionspectrorne七er，工bid.67ぅ.
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メスパウアー効果の放射イぞ学的応用

{お茶の水大理) 佐野惇敏

〆スパウアー分光学の化学への応用については 9すでに多〈め紹介があるので 9

はじめに簡単にそのおもな情報源をまとめておこう.

1。異性体シフト (10 S. ) 

核がエネルキー準位により定ま 9 た有恨の大きさをもち，核外電子容度にそのエ

ネルキー準位依存する結果生ずるものもで，次式で示される。

工.s・=千 Ze2R2管{Iψ(0) I~ -1ψ(0)1; } 

ここで>>ZI草原子番号 .RI;;t有効核電荷主将径..dRは基底状態から勘定昼状態に移唱たと

きの有効核電荷半径の問， Iψ{O}12および iψ{ω1;はそれぞれ線源および
吸収体の核の位置に沿ける核タト電子密度である.

2. 四種子分裂旬。 80 ) 

械が基底獄態または励起状態で電気的四極子能率 (Q~O) をもて l;t ，核タト電子や

タト甑イオシにより核の位置に生ずる電場勾配qo!:相互作用し，エネルキー準位 11.軸

対称の場令を例にとるとつぎのようにシフトする.
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したがって，このシフトしたエネルキー準位聞の〆スパウアー Y転移が〆スパウア

ースペクトルょに分設したピークとしてあらわれる.

宇都気的分裂 (M. S. ) 

核磁気能率ドと核の位置にがける磁場との相互作用により，草案のエネル得一準位

のシフトがおこり，これは次式で示される。

E = mド!H/工
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〆スパウアースペクトルにはこれらの準位の問の Y転移がめらわれる.

4・スペクトル線暢 (r叫}
〆スパウアースペクト Jレの形は近似的にロレンツ曲線となるが，その半値幅 i立つ

ぎの式で示される@

f
もσ
 
n
 

「
'ηr
 

門

ζ
円
U+
 

「』フ』
n
y
 
x
 
e
 

「
I

{ただし， 0王nCir 壬5)
a 

ここで「は励起準位の自然幅，nl:吸収体の〆スパウアー核種の数， σ1:共鳴断面積

で .t Iま吸 i肢体の無反跳分$である.
a 

L スペクトル強度 {ε)

f を線源の無反銚分E艇として，吸収率をスペクトルの強度 (ε} とすると，
自

ε= f円{1 -exp(-nσfj  2) J~ (inσf"，/2) } S l - ---;:， ---8' ， -0 ，- -8' 'J  

の聞係がある. J 1:ゼロ次のベヴセル関数である。。

以上のようなスペクトルょの特徴はつぎのように核恥よぴ核タ卜の tと〈に化学

的)性賓と結びついている.

{殺の性質) × 

6R  

ピーク紡置 Q・ 8・ Q 

M・ 8。 ド

ピーク形状 {:exp
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このようにして得られる情報をおもに放射化学的見地から，各分野について分鯵

するとつぎのようになるであろう。ラ

1・核化学ー・ーー園田・ー・ー τ，ドtQ. 6 R.α 
f闘相における放射線分解

2。放射綿化学四也・唖植田・・ 4
t 〆スパウアーイオ γ のImplanもat10n

f溶媒抽也

3.放射化学的技術ーーーーー- ~趨微量元素の化学的状態

L固液平衡
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土配め分類の対象となった研究は，かならずしも放射化学の立場で治こなわれた

ものではないが，化学全般に応用された〆スパウア一分光学的研究の成果について

放射化学的な貝地から興味のあるものもふ〈まれる。放射化学の分野に台いては，

しばしば超微量もし〈は超低濃度の化学種の替重11についての知識が重要となっで

〈るが，〆スバウア一分光学に台いては.~及砂体を霊式料とする場合には沸綜〆スパ

ゥァ一同位体を用いても約 0・/mg程彦の鼠料を必要とするので，高島、感尽きの分光古学

的方法とはいえない.

しかしながら .lit料を線源として用いる場令には O. / mC穂磨似下でもスペクト

ルを豊島沸I!することができ，動高感療の分光学的方法ということができる。ただし，

紗漁を室主料とする場合には，鞍嬢変にともなうイヒ虫学的効果{いわゆるホ ''1 トアト.J.，.

動果)の存在が考えられ，梓発の解釈に注意"を嘆することになる。

〆スパウア一分光学は，ホットアトム化学の研究よ.非破壊でしかも初期状勲を

鞍浪りするのにユニークな方法を提供するばかりでな<.よ配のごとく超高是， 1態度の特

色を刺用する隣、の基礎的知売を準備するためにも，ホットアトム化学の研努が重要

となってくる。以上のような傍点から，ここではよに述べた放射化学的な首1から興

味のあるいくつかの研努 19!1を料ヴトするとともに，ややくわしくホヴトアトムイヒ学へ

のメスパウア一分光学的応用について述べよう。

核に関係するパラ〆ターは，それ自身原子核内での核子のボテンシアル模型の検

討や核の変形に附する知見などを与えるだけでな<.化学的性質の研事干の際の重要

な因子となる。たとえば.Sn-119の 6Rの符号については，ながい問言動訴がつづい

たが，近年になヲでやっと.6R>Oであることが綜齢された。斗骨子状態の班齢的

計算の改良により.これらの値はさらに改善されつつある 05

化学反応の推移を〆スパウア一分光学的に追跡することは，シユウ酸第二重決め方空

券緋分停についてはじめて適用され，6その後この方向の研安はひろ〈発展しつつ

ある。
7
水溶液あるいは有機溶媒相，またはイオシ交換樹脂相における元繁の存在
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状態の研究 1;;1:，激動化学においても陶係の添いところであるが，たとえばスズのホ

溶液に種種のハロゲンイオンを加えると，その湯彦とともにスズの鼻性体シフトカ

変化がみとめられ，溶液内における緒形成の進行を知ることができた .8 そのほか

イオシ交換樹脂上のF'e-.Fe ;数シアン錯イオンなどについての研究や，9有機相2+ _ 3+ 

に抽也された童保チオシアン錆体の研究などが報告されている。10 また，微粒子の動

力学的研究や国相表面の吸着状態の研究などもおこなわれているー11

ホットアトム化学への応用は，Co-57でラベルされた静作コバルトを紙 )}J唱とした

場合，Fe および Fe に相当するピークのあらわれる現象が，オージエ・アフター

ー_，... t. ... ..，_ 12 
効集{ホットアトム動募)として斡告された』と 1::'はじまる。 しかし，その後の

〈わしい検討によって，この現象はわずかな結晶内の格子欠隙がFeラ+(輿惇i 酸化状

態}を安定化するためであると解明され，オージエ・アフター勅鼻は否定されてい

る 013このような点には十分注意しなければならないが，一方においてその後菩積

された多〈め線源化令物についてのデータは，やはりホ、y トアトム動果の存在を示

していると芳えざるを得ない。これらめ紗源実験では，異常酸化状熊の存在，およ

び域夜、の軍手隼l'による無反険分2俸の減少{局苦F的方n熱あるいは枠子の崩壊)め昇i 出

1斗
されることが多いが，それらの解釈については， pq 普~' Efカの効果. 高島エネルキ -l、

での交捗 .15あるいは放射級化学的動果などが提案されている。 16 ホヴトアトム

効果め野按できる場令，もし〈はそれが予想できる場合には，静化学槽や短欝命イヒ

17 "6... 1.. ~ R_f .N+- ..:;.. M;;.. n-.. Jv ~ ~...... IIt& n-， z::lL!7."c 18 虫学種め研事Fや， 重量い放身1性冗雪艇の化学」大懲め iitt究， あるいは非〆スパウアー元

索イヒ令わにのijF究などに，19〆スパウア一分光学の応照節目ヰ!が折大されうることが示

されており，今後め研究が期待される.
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